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1．各方言のinstrumental　suffix

　モンゴル語一般のmorphologic　systemは，比較的保守的で，現代でも古

い形をより多く残している。しかし，時代によって，又，各方言によって相当

な相．違を見い出し得る部分もある。例えば，accusativeとgenetiveは，

Written　MongolianやMiddle　Mongolianでは，部分的にしか区別され

ていないのに，Khalkha語やKalmuck語に於いては，よく区別されている

Dagur語やMonguor語では，完全に同一視されている。又，複数形は各方

言によって大いに違う。instrumentalに於いても，同様な事がいえると思わ

れる。一般にinstrumental　suffixは，－ar（－er，－6r，－6r）で表わされる。

　Written　Mongolianの場合は，－bar，－ijar，－igar，－ibar，－garである。

　これは，vowelの後では，－bar，

　　　　　　consonantの後では，－ijar，－igar，－ibar

　　　　　　adverbal　suffixでは，－gar

と分類できる。

　Pre－classical　Wri　tten　Mongolianでは，しばしば，－gsabarというsuffix

が使用された。これは，（継続副動詞suffix）－gsan十（instrumental　suffix）

－garである。

　このsuffixは，起源的には再帰的suffixと関係があって，　Tungus語の

それと対．応させて考えると，はっきりする。
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　Tungus語で人称代名詞のgenetiveは，単数では一・xvi（私の，あなたの，

彼の）で，複数では一wer（我々の，あなた達の，彼らの）である。これは，

再帰的suffix－men〔複数の場合は一mer〕（…自身）より特殊変fヒした形であ

る。そして，Tungus語では，前舌母音一eは，奥舌母音一aに変化する傾向が

あるし，m音はw音に軟化する傾向がある。この音韻変化の類似性は，モンゴ

ル語instrumentalにも根底に存在すると考えられる。だから，－bar，－gar．

－ijarは，古形一warよ1）由来し，－ber，－ger，－ijerは，－werよ：）変化した

ものと考えられる。そして，－werは，この中で最も古い形だと考えられるの

である。Middle　Mongolianを表わす文献の一つであるhp’ags－pa　scriptに

於いては，instrumental　suffixは，一’ar及び一ijarである。元朝秘史に於

いては，一’ar，－gar，－bar（－Bar），－ba’ar，及び一ijarである。　Mukaddimat

辞典に於いては，－ar，－er，－i’ar，－i’erである。このようにMiddle　Mongolia．　n

には，文献によってその形は少しずつ違うが，本源的にはvowel　harmonyの

法則通りであった事は，間違いないようだ。それに一garは，副詞に使用され

たという事は先に述べた通りである。

　　（例）　qotulagar（到るところ）

　　　　　gag6agar（ただ独i））

　方形字では，－ar，－garは，単に化石的な形態で存在するだけである。これ

に反して元朝秘史では，上述のように，これらの形態は多数あらわれている．

これは，モンゴル語のinstrumentalは他のsuffixから派生的におこったと

いう推論を可能にするのである。

　例えば，instrumental　suffix－ima’ari，－imagariの後の一iは，所有代名

詞語尾の化石化したものであると考える。「これはトルコ語benim（私の）が，

ben（私）＋－m〔所有語尾〕となっている事と対応する。」そして，この一iは三

人称単数の独立した人称代名詞であったのが，現代語ではどこの方言でも消滅

してしまっていると考えるのである。唯，一地方のDagur語にir（彼）と

いう形で保存されているにすぎないのである。Written　Mongolianでは，
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genetiveの一inu（彼の）とdative－10cativeの一imadur（彼に）が，残存し

ている。元朝秘史では，－imada（彼に），－ilnayi（彼を）と先に述べた一ima’ari

（彼により）の形が残っているのである。又genetiveの元朝秘史での形態は，

－inoであるが，これは単に名詞の後に用いられるのみならず，名詞の前にも

用いられる。その事は，これが本来は独立した代名詞であった事を繰り返し示

しているのである。更に三人称複数が規則的に対応する代名詞は一aであり，

そのgenetiveはanu（彼らの）である。　これも元朝秘史では独立し，単に

名詞の後のみならず前にも来ている。

　次に各方言のinstrumental　suffixを示してみると次の様になる。

　　Monguor語：－ra，・ar

　　Urdus語：－ar，－er，－or，6r

　　Khalkha語，　Buriat語：’ar，－er，－6r

　　Kallnuck　言吾：－ar，一ごr

　　Mogol語：－ar，－hr

　ところでKhalkha語とBuriat語には，　Middle　Mongolianの時代に，

二つのinstrumental　suffixがあった。一つはn音を保持する場合で，他方

は保持しない場合である。

　　n音を保持する例：InorinOr（馬と一緒に）

　　n音を脱落する例：mori6r（馬によって）

　前者はcomitativeとして機能し，後者は普通のinstrumenta1の機能を

有していた。　このcomitative　suffixとinstrumental　suffixの複合形式

は，Preclassical　Written　Mongolianの頃から，現われている。

　　（例）　qatunlugabar（女王と一緒に）

　これは，（comitative　suffix）－luga÷（instrumental　suffix）－barの複合

形式である。

　このsuffix－lugaは，　West　Buriat語の代名詞変化suffix－larと関係

がある。
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　　（例）　namalar（私と共に）

　しかし，Old　Buriat語では，　shamanistic　songや斜1事詩の中で，全ての

語形変化の中に見られるsuffixである。

　Khalkha語に於いては，－larはsuccessive　converb　suffix－xplarの中

に主に現われる。Kalmuck語やUrdus語では，　possessive　declensionの

中に現われる。Mukaddimat辞典でも，このsuffixは存在するが，　instru－

mentalとcomitativeの複合形式として現われる。しかし，上述のcomita－

tive÷instrumentalの複合とは順序が逆になっている事は注目される。

　　（例）

　　　　　　usuni’Arla　　（水と共に）

　　　　　hoduni’arla（星と共に）

　　　　　nadunarla　（遊びと共に，慰みに）

　以上の事から，モンゴル語一般に於いては，comitativeとinstrumenta1

とは，本源的に密接な関係がある事が推測できる。comitative　suffix－luga

は，多分，複合suffixだと思われるが，一般的音韻法則によると，　Modern

Mongolianの一16に一致するのである。しかし，各方言で語形変化の一部の

役割を果すようになると，comitativeとして機能するようになり，類推的に

suffix－la，－leと共に全ての格形に現われるようになったと思われる。　Khal－

kha語及びDagur語では，－1ugaやその発展した形は，　comitativeとして

は用いられていない。comitativeとしては別に一tai，－teiというsuffixが

ある。これは名詞の複数を現わすsuffix・tanから派生的に発生したsuffix

だと考えられるが，近代から現代にかけ，古い形のcomitative　suffix－luga

と置き換わる傾向にある。この現象は各方言について云い得る事である。

Classical　Written　MongolianやMiddle　Mongolianの時代では，－taiは

comitative　suffixではなかった。　comitativeとして機能するようになった

のは，多分，近代になってからだと思われる。もっとも元朝秘史に次のような

例がある。

　50



　　　　　　　　　　　“ルハ・モンゴル語のinstrumental機能について（島崎）

　　（例）

　　。……t：忽舌見班　那可舌見禿弥刊　古送兀……宜　苔兀勒周

　　　（……3人の友と共に，その弟1人を連れて）

　　・……秣纏番　亦列罷一者

　　　（……馬で来たのです。）

　この事ぱ，comitative的機能が全然なかったという訳ではない事を示して

いる。しかし，少なかった事は事実である。このsuffixは，名詞に付加し

て，一種の形容詞として機能するのが大部分である。しかも寂述的な形容詞機

能よりも限定的なそれとして使用されている方が多い。この事は，現代Khal－

kha語についても云い得る事である。　しかし，元朝秘史に於けるそれと現代

Khalkha語のそれとの違いは，次の様に云える。即ち前者は，具象名詞に付

加するのが多いのに対して，後者は，抽象名詞につく場合が多い事と，comi－

tativeとして機能しているのが大変に多い事である。

　instrumentalとcomitativeとの関連性は重要な問題を含むが，本題とは

離れろので，後に又，稿を改めて論ずる事とする。

2．instrumental　suffixの分類

　現代Khalkha語のinstrumental　suffixは，3種類に分類される。しか

し，これは機能的分類ではなくて正書法的分類にすぎない。尚，以下のsuffix語

彙，例文などの表記法は，Khalkha語が共通語になりつつあるモンゴル人民

共和国のそれに従い，ロシア文字を使用する事とする。又，例文はモンゴル人

作家，著者による文学書，論文，及び政府機関紙＜YH3H＞などから収録した

ものである。

　　（1）　－aap，－99P，－OOP，一θop

　　（2）　－raap，－rggP，－roop，－reθP

　　（3）　－1・rap，－1・lop
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　（1）は語尾音が，H以外の短母音に終る語幹と隠れたrを持つh及びb以外

の子音に終る語幹に付加される。

　②は語尾音が長母音，二重母音，及び隠れたrを持つhに終る語幹に付加

される。

　（3）は語幹がIr及びbに終る場合，その語幹に付加される。

　　（例）

（1）　xθPθHrθ

　　CYX

　　Mo丑（OH）

　　aM
（2）　　双epθθ（H）

　　CgX93

　　且10×OH

（資本）→xePOHFθθp

（斧）→CYX99P

（木）→ITOAOOP

（　口　）　→　aMaap

（　鐙　）　→　江θpeθrθθP

（意識）→CDxggrgDP

（白墨）→IuoxonroOP

　　　　6a迦HH（r）（建物）→6aiturHHraap

　　（3）TaMXH　　　（煙草）→TaMXHap

　　　　MOPb　　　　　（　馬　）　→　MOPHop

　前述のように，instrumental　suffixは形態的に多大の変化を経て来た。形

態の変化と共に機能上，又意義上にも変動が加わって来たものと思われる。以

前には存在しなかった機能が優勢になる場合もあるだろうし，逆に一般的であ

った機能が失われて，派生的な意義に変化する事も考えられる。本稿では，現

代Khalkha語を中心として機能的考察を試みようと思う。具体的例証に基づ

いて考察する為に既存の見解には出来るだけ拘束されないで論を進める事にす

る。分類が繁雑になるのを避ける為にinstrumental　suffixの接尾する品詞

によって，大きく3種類に分ける事にする。

　　［1］　名詞，動詞，形容詞などに接尾する場合

　　［ff］　動詞（的なもの）にだけ接尾する場合

　　［皿］　名詞にだけ接尾する場合
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以下，順を追って検討していく事にする。

　　［1］名詞，動詞，形容詞などに接尾する場合

　（1）経由

　θ）経由する主体が，視線，光などのように人目では無形又は，無形に近い

ものと考えられる場合で，この場合には，「～を通して」，「～を隔てて」という

意味内容として機能する。

　　（例）

　　　。FaHu　oA　yYHHtl　uoopxo首rooP　qHqllpxHtaH＞KvapBgJr39＞K　6a黄B．

　　　（たった一つの星が，雲の隙間を通して震えるようにきらめいていた。）

　　。XamaaHbl　3aBcpaap　xapar五a＞K　6a黄Faa　IHHπ9：｛　lloHxToil　x｝i昔π9xH口H

　　　XOOCH　Tal｛XHMblP．．＿．

　　　（庭の間から見えているガラス窓の入った空いた教室を……）

　　・T3rT9㌶，　UoHxOOP　xo黄Hooc　Hb　H∂r　xYH＿．．．

　　　（その時，窓の後から1人の人が……）

　この様に日本語訳は，「～から」が妥当であるがこれではablativeと混乱す

る可能性がある。そこで，両者を比較検討してみよう。

　　（例）

　　。TacpanTrYfi　uJyyrmu，1！a＞K　6ailxbir　6H　6a首田HHr旦旦Caa　xap＞K　railxa＞i〈

　　　6a首B．

　　　（絶えず騒ぎ合っているのを私は建物から見て驚いていた。）

　　。Baa6aa　6ar田＿＿Mapraa且1加禎　　a＞KI・IJIIIaa　opoxoop　3x　oPHblxoo

　　　HH薩CJI∂π93c　6yllcaH　K）M．

　　　（バーバー先生は，……明日の仕事に就く為に祖国の首府から帰ったの

　　　です。）

　この様に混乱の起るのは，ablativeの中でも「起点」を示す場合である。

しかし，ここで問題にしているinstrumentalは，「介在物を通して」という
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概念を有し，両者は明らかに異なる事がわかる。即ちablativeの場合は，「起

点」に重点があり，instrumentalの場合は，「介在物」に表現の重点が存する

からである。「起点」を更に明確にする場合には，例文の如く，6ai’tLumrr｛1｛Lceq

ablative＋accusativeの複合形式を用いる。

　⇔　経由する主体が，動物（特に人間）や車などの場合で，「～を通って」，

「～を経て」の意味を有する。

　　（例）

　　。ToM　TgP∋r　TocroHbl　6apyyH　xaanrLggLP　oPコoo・

　　　（大きな荷馬車が村の西門を入った。）

　　。T≡）p∂r　Hb　6ac　Tgrul　llaraaH　3aM壁pθ9YYxgH双oHco．rrrooryu

　　　yparLllnaH　兄B＞K　6a口刀aa・

　　　（荷馬車は，又，平らな白い道を少しも揺れない様に進行して行った。）

　　　。∂Hg　ry江aM＞Kaap　ruyy江HBaaA・・…・

　　　（この通りを真直ぐ行き……）

　　。H只Maa　TgP　xYYxHIIil　xax《yy迦PθHropθx江eθHaHMall　uaFT……

　　　（ニャマーは，その娘のそばを通りすぎる時に……）

　　。BI・研9H∂ryYp22Lp　rapq，　Tgp　yynaH八sgP≡）x　capaB－H．a　oHbe．

　　　（我々はこの橋を渡って，あの山の上にある小屋へ行こう。）

　　。TocroHbi　ypbAaxb　ryBrop　A9∋rYYp　　qaBcaH　3aM旦旦旦Haa且I　ILaaLII

　　　MaUJHH　江aBXNJIAaH，・・・…

　　　（村の南にある小山を越える道を，あちこち自動車が走：〕，……）

　以上の例の場合は，「～を」と訳すのが妥当と思うが・accusativeの場台の

「～を」との区別はどの様にするかという問題が惹起する。これは，accusative

の場合は支配する動詞が他動詞であるのに対し，instrumentalの支配する動

詞は，大部分，自動詞であるという事で大体，説明がつくと思われる。
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（2）　材料，原料

　（例）

　　。FYYHmU．I　cYYrggP　aifipar　xH黄）K　yypar　6a黄B．

　　　（牝馬の乳で，馬乳酒を作り飲んでいた。）

　　。Xox　Toocroop　6apbcaH　oHnθP　xgpMレlfiH　ramla　Tann＿＿

　　　（青レンガで築いた高い壁の外側には……）

（3）　手段，媒介

　（例）

　　。＿＿peΦopMblH　6piira　」．，　TgprggP　TocroH五　〇p＞1〈　YlpcllLiilr　Y3∂9江＿．．．

　　　（……改革班が車で村に入って来たのを見て……）

　　。Ta　Ilap　acyy互ar　6ailBa．i只Map　x9．1　99P　acyyx　B9？

　　　（あなた達は，質問があれば何語でしますか。）

　　o∂H丑33c　．MocKBaTali　yTcaap　兄PH｝K　60．rox　yy？

　　　（ここからモスクワと電話で話すことが出来ますか。）

　　oyypxaikq　r≡）双3F　Hgr　YFggP　x9．lfSx∋Aθep　epTθHUθ．q　oulPI＞K

　　　a＞KH，lna瓦ar　XYMYYC．

　　　（坑夫とは一言で云えば，他の世界に行って働く人々の事である。）

　　。Fa3paa　Ioyraap　6　opAAor　B9　？

　　　（土地には，どんな肥料を施しますか。）

　　oCoHryy□b只Byyπax　＞1〈YpMblr　Tycran及yp：Tg3p　TorTooHo．

　　　（選．挙執行規則を別則に定める。）

　　。＿＿Ap丑EiH　Mx　Xypコaac　1［oopxH　6YpgJl双3xYYHggP　6aiJiryy，mla．

　　　（……人民大ホラルは，下記の構成員で，構成する。）

　　。ApAblll　I・lx　XYP．EblH　qyyコraH双　11apaa　opYYnaiil　6aTコyyコaxaap

　　　HaM八，・・・…　θopnex　a＞K汀blF　gpx3J－tH∂．

　　　（人民大ホラルの会議で，事・後承認による各省は，……改組する仕事を

　　　取り扱う。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55



　　。XaHb几ao－．7r・lo　HHr9＞K　x9涯39江6ayyH　rapaapaa　3aHra｝K．．＿．

　　　（ハン・リャォ・リューは，この様にいって右手で合図して……）

　　。田ap　mopooPL991〕lllaBap及aaH　6a口田1｛HrHn：｛丑99BgP

　　　（黄土で汚れた建物の屋根）

　この（2）（3）の例は，instrumentalとしては，典型的な用法で，　Classical

Mongolianの時代から使われているものである。

　（4）引　用

　　（例）

　　。Pa田H互一akAI・li｛bl｝・T9双99rsgP　Hgr　xyP93Hn　M兄Hraa互opx　6arT江aF

　　　6ait＞K99．

　　　（ラシッド・エディンの報告によると，一つのフレーに約千戸含まれて

　　　いるのであった。）

　　。TYYHH黄YrggP　60n，．．＿．aH　PepθθxHi・i．1［9r　6ai”mく99．

　　　（彼の言によると，……は，狩猟していた。）

　（4）は現代Khalkha語特有の用法で，以前には見られなかったし，各方言

では現代でもあまり見られないものである。Khalkha語に於いては最近では

副文章形成のsuffixのように使われている。即ち，後置詞xoltHo，　xottm，

Aapaa，θMHθと同じ様な位置をしめるようになっている。そして，例文の後者

では60nをとる事によって，一種のnominativeとして機能している。　instru－

mental的機能を離れて，　nominative機能に近づきつつあると見るべきであ

る。格の浮動性を表わす例である。

　（5）　副詞的に

　品詞の区分は，どの言語に於いても窮極は，便宜的な妥協であるが，モンゴ

ル語に於いては，特にその傾向が強い。所謂，実詞として扱った方が便利だと

思われる語彙が非常に多いのである。最も品詞性の高い名詞，動詞でさえ，時

には，その機能を失う事である。特にinstrumental　suffixやablative

suffixが接尾して副詞化する場合は，それが顕著である。副詞というものは，
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どんな品詞でもなれる可能性があるものだから，モンゴル語に於いても，純粋

な副詞というものは存在しない。しかしinstrumental　suffixや　ablative

suffixは，これが接尾したいかなる品詞をも副詞化し得る要素である事は確

実である。機能的に副詞を概観すると，次の様に分類出来る。

　（i）時を示すもの

　　（例）

　　　eHOθltep　（今　　　日）

　　　θUθrAep　（昨　　日）

　　　H∋rgHT　　（すでに）

　　　x9399HHil（以　　前）

（ii）　場所を示すもの

　（例）

xaaHa　　　（ど　こ　に）

XO口HO　　（後　　に）

uaa田　　（向こうへ）

双∂grYYP　（上部に）

Mapraaul　　　（明

X3333，　X3ユY顕（何

x9393n　　　　（常

日）

時）

に）

HaaHa　　（こちら側に）

θMHθ　　　　（前　　　　｛こ）

江OOIII　　（下　　へ）

xoil，pyyp　（後側へ）

尚，起源的には一yyp（－YYp）は，　instrumental　suffixである。

　　　T3H，11∋9C　（そこから）

（iii）　程度を示すもの

　　　Ma田　　（非常に）

　　　xaMrH黄H　（最　　　　も）

（iv）　上の分類に属さないもの

ここ｝こ属するものの中には，

9H！z∋3c　（ここカ・ら）

acap　　　（極め　て）

Ty伽bl；｛　（非常に）

　　　　　　　　　　　　　　上述のものと重複するものもあるが，instru－

mental　suffixを共有するものとして，同じグループに分類する。

　　（例）

　　　　6araap　（少　　し）　　　　opHOOP　（多　　く）

　　　　cgMggp　（静かに）　　　　Hyyqaap　（秘かに）
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　　　　　xyp，1［Haac（速やかに）　　　TYppgllggp　（急速に）

　　　　　θHnpoθp　（高　　く）　　　cailHaap　　（立派に）

　　　　　xaBTrap　（平らに）　　　6Y｝KrHp　　（髪が縮れたままで）

　事物の状態，性質を表わす形容詞又は，副詞にinstrumental　suffixを接尾

すると，その意義内容は，一層，明確kこなる。だから，このsuffixがなくても

意義内容はあまり変わらない。唯comitative　suffix・Tait（－T31i，－ToiDや否

意味を表わすsuffix－rYi：1と共｝こ使用される時は，　instrumental　suffix

いと，意味がはっきりしない場合がある。それで，

suffix－Tail（－T加，－ToiDか，－FYfiを含む場合

このsuffixを含まない場合

つに分類する。

　suffix・Taikか一rY首を含む場合

　（例）

　。TgrgsJ　lllaコ　　oHJ（bl　Hgr　　3YiT．可Hiir　lllYYpsH　　aBq　　TYYHml　I・lx

　　60互oコTol｝roop　acyycaH．

　　（そうして，全く別の一つの事を取：）上げて，彼女はよく考えてたずね

　　た。）

　。TgP　Y証ユcgH　x3cgrx3H　orYY，T6∋pl泊r山yHaこ〔Ta量ra旦P　yHlul6＞K　gx・百B・

　　（彼は残：）の一連の文をむさぼる様に読んだ。）

、・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl　　　　　　 －　　　一　　　，　　　　ll　’ ・＋）

　。1V1レ正qypHH　Hgr　q　HOMblr　yHlu：1汀聖彗）gpθ：｛FθpユθFrYII　oaHB．

　　（ミチューリンは，1冊の本をも読まないですごす事はなかった。）

一…．一．一一…，”一一．，〆バ．．ど　。．，．．．．D　JEI・flrH　3acrば1田　xθ「＞KH．ifrYIIr99p　gHg　TallB．all　oaliンK　oo汀oxryl・k

　　（……経済の発展なくして，平和はあ1）得ない。）

w　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　 〆
　。＿．．．RpKYpOPI）IH　30BTLIIθθpe，TYIIr∂SP　x∋H11▲こr　u　oElpl・IBL｛1・1、JI＞K　Y，’1

　　60、IHO．

　　（……検事の許可なしには，誰をも迂捕する事は出来ない。）
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（ロ）その他の場合

　（例）

　。DHg　＞KYMFHinl　∂xHレlit　Y39rAgJI　Hb　H只MaarL揃H　cgTr9．IHilr　y．Tlalr

　　　LIIHpYYH99p双orAJIyyπaB．

　　　（この劇の最初の舞台は，ニャマーの心を更に激しく打った。）

　　。．．＿．T3工HHnr　geJIAr∂gP　vlHgDMcgrelgH　xap＞K　6at宝raa　TgPrsH　A∋opx

　　　　　　　　　セリ　　　xY、rYYcHHr　coHIIpxoH　xapUraaHa．

　　（……彼等にやさしく微笑して見ている車上の人々を興味深げに見てい

　　ます。）

　　oHJHH3∋P　6attpyyiDx〈6aHraa　ルlx　yypxaml＿．．．

　　（新たに建設している大鉱山の……）

　　。＿．．．HYYJ［JI・IIIH　apra　aJlryypxHa・GP　3aユap巳，．．．．．．

　　（……遊牧の方式は，次第に解体し，……）

　。θBroi〔CyHb　I・ll－199r99n．．．＿r9ンK　aaH《Ma2DθqplB．

　　（ソン爺さんは，笑って……とゆっくりと云った。）

　　oFa三16aT　∂Hg　TacaJlraaH其　raHuanpaa　6a｛ira　IoM　carわK．

　　（ガンバットは，この部屋に1人で残っているのです。）

　　［ff］動詞（的なもの）にだけ接尾する場合

　形動詞形や副動詞形にinstrumental　suffixを接尾寸ると，色々な意味，機

能が発揮される。即ち，「～tる為に！，「～する様に」，「～する事に：，「～する

よりは」，「～しつつ」，「～しながら」，　～して以来」，「～した結果1，などである。

　以下，同じ意味グループ毎に類別して，例文を挙げる事にする。

　（6）　　日　　［II：J

　「～する為に」，「～する様にごの意味を有する。

　　　（例）

　　　°．．．．．．HallMall　oloy’rail　al．lr，’fH互　cypO．コqaxaap　OqHo．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59



（……8人学生がイギリスに留学します。）

。raH6aT　Hox江oθ6yPgH　rapq　aM＞Kca三｛bl　Aapaa，θθPθθrapaxaap　rYnB．

（ガンバットは友人達が完全に出てしまってから，自分も出る為に走っ

た。）

〆‥　
　 　’。＿＿双θpBθII　MHHFaH　xYH　TyTMaac　Hgr　1［9qYTaT　oalIxaap　oo丑o）K

　coHryyJiblH　Tof士pFyy兵　6af1Fyy菰a＞K．．．．．．

（……4千人について1人の議員がいる様に計算して……）

00pooJiT　cYJi＞KIIx99P　y汀a伽K＿．．．

（首巻を編むのに一生懸命になって……）

◇iMa．ilaa　oHU　cailH　opyyJlaxaaP　丑yJlaaH　xa田aa　69nTrgx　x∂P3rT3n．

（自分の家畜が特によく入るように暖い小屋　準備しなければなりませ

ん。）

。BH双xoep　gHg　ra3ap　x　oHor．roxoop田r泣A∋B．

　　　　（我々2人は，この土地で宿泊する事に決めた。）

　（7）比較

　instrumentalの比較用法は，特殊用法である。普通，

re用いる。例文は教訓的’．味を含んだ諺か多い。

　　　cHgP　xyrapaxaaP，　fic　xyrapcaH　Hb五99P．

（名前を汚がすよりは，骨が折れた方がよい。）

。HyJIHMc　yHaraxanp　Hy丑para　3aHrHAax．

握りしめる。）

c3YYH　Tθ「Pθ「Tgir　fiBaxaaP　3yyH　xePθxTgt㌃只B’

（百トグロック持って行くよりは　n人の友と行け）

・IMyy　alTb．IZ只Baxaap　Ca詩H　YXgX．

　（悪い生活ゼ送るよりは，立派に死ね。）

。XyHvlil　Aypaap　Toc　yyxaapθθPHf加9pxssp　yc　yy．

ablative
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　　　（人の愛で油を飲むよりは，自分の権利で水を飲め。）

　（8）　同意，一致

　「～の通りに」，「～の様に一の意味を有する。但し（6）（8）は，意味の上で類

別しにくい場合もある。

　　（例）

　　。r3T3πcypa四八〇p》K，　Tslfgp　Hap　caHa．rraapaa　6ap：仰rbIH　cYPpYY．lbA

　　　xyBaaPl・r・TaF八caH　IoM．

　　　（しかし，生徒のドルジ，トムル達は，自分達の考え通り，建築学校に

　　　進学した。）

　　　。Bapapq　xgAgH　θ双p｝lftH　TYp1ll　刀〔9H互∋BH藷H　3aacHaap　TpaKTopaa

　　　acaa＞K．．．．．．

　　　（バララチは，数日の間にデンデブが教えた様に，　トラクターに点火

　　　し・…・・）

　　　。TaHbI　caHyyncHaap　TYpr9：r　xapb＞K　YHTbA．

　　　（あなたが警告した様に早く帰って寝よう。）

　（9）　原因，結果

　「～した結果」，「～の理由で」の意味を有する。

　　（例）

　　　。AyaaaH　xa1Haa　69JriTrgclEggP　MaJlaa　oHu　caflH　opyyJlaB．

　　　（暖かい小屋を準備した結果，家畜は特によく入った。）

　　。XYBbcra．IT　ypaJ班aaHblr　epre｝｛θθP　II∂，lrgpYYncHggP　Te，1θB・qereθ

　　　xyrallaaHaac　glflle　6Plenyy．lgB．

　　　（革命的な競争が広汎に展開された結果，計画を期間よりも前に実現し

　　　た。）

　　　。＿＿TocroH　yy・lra　　互3∂P∂M其　　双allpaF江caHaap　Hgr　q　epxeユ　HAox

　　　6y互aa，θ：、lcθx　xyBuac，　xθ｝1ンKlm．ugBcrgp　39p∋P　IoぷqYJI双99c∂註rYf8，＿＿

　　　（……村一帯が強盗に襲われた結果，食料，衣料，寝具など何もとられ
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　　　なかったのは1軒だになく，……）

　　。UYJT∂M　HpMaa　xoep　gHg　an汀blH　3ap口　60．lcHbl　双aJIHMaap　互oTHo

　　　TaHII．rrlla＞K　aMpaFJIacaH　60JloBq，．．．．．．

　　　（チュルテムとイルマーの2人は，この村の使用人になったのがもとで，

　　　親しくなって愛する様になったけれども，……）

　原因，理由を表現する用法は，instrumental以外にいくつかある。即ち

yqlrp（又は，　ablative　suffixを接尾してyqpaac），　TY．ifなどの接続詞を使う

方法である。現代語では，どちらの接続詞も盛んに使われているが，instru－

mental　suffixを使って原因，理由を表わす用法は，60mxoopを除いて衰

えつつあると思われる。文章構造を明確にして，意味内容をよ：）はっきりさす

事は，どの言語でも重要な事だが，Khalkha現代語でも最近その傾向が見う

けられる様だ。その一つの表われが，この現象である。以下，参考の為に，

60．ioxoop，　Tyコ，　ygvap，及びablativeを使って，理由を表現する例文を示す

事にする。

　　（例）

　　。L工aMa首F　Ha其Tan只pHx　IoM　αtoxFYfl　60コoxうop　3YrggP　acyyンK　6a註Ha

　　　rg＞K　HHMaa　x9．ISB．

　　　（あなたが私と話す事がないので，それで聞いているのですとニャマー

　　　は云った。）

　　。Tap；ia　JI：oeHblx　Typ　JIIoeHbl　TapHaraa　grYY．19H　aBax　rgxgA．．＿．

　　　（畑はリュエンのものだから，リュエンが自分の畑を取i）もどそうとな

　　　さるのに……）

　　。＿＿PypBaH　ンKIIコ　a八yy江axaac　Hgr　q　’1エHIIF　qoHoJ　oFceH　TYYxrY詩

　　　yqHp　CYpgHA　MarTar五双ar　6af1caH．

　　　（……を3年放牧してから1匹の子山羊も狼に喰われた事がないので，

　　　スルンにほめられていた。）

　　。AH　rθPθθ　x頭八9r　va3ap　HyTraac　60n＞K，9Ar∋gP　ai’1　TryyA　6a黄II
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　　　6anH　TyJ正a日q双aF　6an日aa．

　　　（狩猟を行う地方の為に，これらの部族は絶えず戦っていた。）

　　　。＿＿a＞K・PI・．160コro＞K　qailaxrythP＿9p．c．　Tsp　TypuJnarblr　ryTaaxa互xYp　JIDr

　　　只B双JI圧）lr　∋U3c　60五rox　xgP≡）rT〔）il　r3レB．

　　　（……仕事をする事が出来ない為に，その経験を辱しめる様な事は，止

　　　めなければならないといった。）

　（10）　継　続

　「～しつつ」，「～しながら．‘という意味の他に，「～して以来」と訳してよい

場合もある。

　　（例）

　　。ToKPIoA　cyycaap　ryum｛＞KI・1，1601m∋g．

　　　（東京に住むようになって30年たった。）

　　。Tθpceθp　I頂M　IoM　Y39∋rYii．

　　　（生まれて以来このようなものを見た事はない。）

　　。MaHaii，11g∂A　cYprYY．・lb　6ailryy，ia口caap　xg双gH？KH．TI　60JoB？

　　　（我々の上級学校は，建てられて何年になりますか。）

　　。Ta只Map　x9．IIIi：ir　cypcaap　6ai宝Ha　yy？

　　　（あなたは，どんな言語を学びつつあるのですか。）

　この他，よく用いられる動詞を示すと次の様になる。

　　　　HBcaap　（行きつつ）　　　Tooncoop（数えつつ）

　　　　LIYYCgPP（移りつつ）　　　Y3C3SP　　（見つつ）

　（11）　可　能

「～する事が出来る」，「～の可能性がある」という意味を有する。

　　（例）

　　。∂H9　3aMaap　只BMaap　6a黄Ha．

　　　（この道に沿って行く事が出来る。）
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。YyH丑apra　x3MンK∋∂aBMaap　6a註｝la．

（この手段を取る事が出来る。）

。Bopoo　opMooP　6a首Ha、

（雨が降る可能性がある。）

　　［皿］名詞にだけ接尾する場合

　［1］［正］と同じように同じ意味グループ毎に類別して例文を挙げる事とす

る。

　（12）　漠然とした地域，散在

　場所，地域を表わす名詞に接尾して，「漠然と存在する」，「散在する：，「あ

ちらこちらにある」という意味を有する。場所を表わす用法には，dat三ve－

locativeがあるが，これは場所といっても，　どちらかと云えぱ点を表わすの

に対して，instrumentalの方は，地域を表現するのが特徴的である。

　　（例）

　　。O丑oorl揃H　Bafira；fbiH　3YYH　ss・！r3D．1［3Dp．＿．．r∂，ILDr　aiAiar　HyTarJia；・K

CYYXKS9．

（現在のバイカル湖の東方に……という部族が居住していた。）

。OHoli　MθpHII黄xθH双HflrθθP膓KaJla口p　r∋｝K　xYH　6y．1　HI・i．ns3n　oJK）HTo首，

XE）qLlpxgP　afiMar　6ail＞KDE）．

（オノン河の流域に札刺亦見といって，人数が可成り多い，強力な部族

がいた。）

。T∋n　yyJraH，u　ra3paap　cYyH《6aitila．

（彼等は，山の中のあちこちに住んでいます。）

。XYYxgJ　Hap　3aMaap　Haa双＞K　6aiitia．

　　（子供達が道端で遊んでいます。）

（13）　数　量

instrumental　suffixが，数量と関係する語彙に接尾している例は，　Mid－
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dle　Mongolianの文献にも現われている。多分，　Classical　Mongolian時代

から，この用法は存在していたと思われる。北トルコ語の方言に，モンゴル語か

ら借用したと思われる痕跡が，数詞の用法に残っている。起源的にみると，数

詞にinstrumental　suffixをつけるようになったのは，類推によるようだ。

トルコ語：alty（六），　jedi（七）にsuffix－1ar，－larをつけるのは，　ikilar（第

二）の類推による。モンゴル語に於いても，多分，同じような起源であろうと

想豫される。現代Khalkha語に於いては，基本数詞に一Ayraap（－Ayrs∂p）と

いうsuffixをつけて順序数詞をつくる。現在では，－A・・ypaapはsuffixだけ

ではなくて，「番号」という意味の名詞にもなっている。又，これは，「約…」

という意味を持つ他に，数量と関係のある名詞に接尾して，「期間」を表わし

ている。ここでは，その2種類ともう一つ「集団の単位」に分類する。

　即ち（／）概略数量，（ロ）期間，◎集団の単位である。

　（a）概略の数量

　　（例）

　　。……，MoHro．if　yrcaaTaH　6yPsa丑csH　Hb　133yyHbl　gxssp　60．IM99．

　　　（……，モンゴル部族が形成されたのは，13世紀初頭の頃であった。）

　　。……x∋丑θ五MθPqH八Manaa　19620Hn　232：tflHraapθcrθH．．．＿

　　　（……の勤労者達は，家畜を1962年には，約23万2千（頭）繁殖させ……）

　「約…ことか「…位：という意味のsuffixは，この他に一aan（・oon，一θen，

－93丑）がある。

　　（例）

　　。YYH加70　Fapy首xYBHilP　Tyc　xoTblH　xθ　」［θnMθpqHA　cYY．ifHVaH　apBaa互

＞KH．Tt　cyyJlra＞K33．

　　　（その70パーセント余を，この市の勤労者達が，最近約10年間に植えた。）

　　。＿．．．400－raa双　6yxaJI　xH訪c三）H．

　　　（……約400の干草を作った。）
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（ロ）期　間

　（例）

　　。Ap五blH　Hx　Xypilblr　rypBaH＞KHnvathH　xyraUaaraap　coHroHo．

　　　（人民大ホラルを3年の任期で選出する。）

　　。TgFBsn　6H　xarac＞KHπ∋∋P　3axvaanbH．

　　　（それならば，私は半年の予約をしましょう。）

⇔　集団の単位

　（例）

　　°A五yy　Ma・1・cyPDr　cyPrsgP99　TocroHooc　rapq，6HnvsspTgg　o其Ho．

（家畜が群をなして村から出て，自分の牧場に行きます。）

。Tgp　Ye　xYPT9・「「MoH「onqyy双　　　　　　　　u

（その時代までモンゴル人達は，個別の部落や部落連合

　ひ。レIHHxYY　MoHPo．NYy　JI　blH　xYp99r∋9P　HYYA9．nagx

CaJlaHrH／I　allMar　HgF双．13∋P　CyY＞K99．

毎に住んでいた。）

　　　　　　　　　　　びMaJI　a＞K　　axyHH

　　　　　　　　　じ　　　HYY五JIHHH　apPa　anPyypxHaap　3apapq，　opoH互Hb　oBrooP　6yc　a首」工aap

　　　HYY瓦9JIJI3x　Hb　yJlaM　yJlaM　HJ工YY　60JDK　Hp．199．

　　　（この様にして，モンゴル人達のフレー毎に遊牧する遊牧経済方式は，

　　　次第に解体し，それに代って，氏族毎ではなく部落毎に遊牧すること

　　　が，益々，多くなって来た。）

（14）　関　係

「～に関して」，「～に就いて」，「～の面で」の意味を有する。

　（例）

　　°……TaBaH　xy皿lyy　Manaa　2　ca只　xyPrs＞K　Ma証bIH　Tooroop　YJIcblH

　　　TgprYYH　anMar　60」正6B．

　　　（……5種の家畜を200万頭送り届け，家畜数では，この国最高のアイ

　　　マクになった。）

　　°MoHronbiH　a蕗Mryy双　HHilrMIIilHx∂9　xθr＞KmlilH　TaJlaaP　xapHJIHaH

　　　　　　コリa　JIHnrY　FI　a）K99．
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　　　　（モンゴルの諸部族は，社会の発展の面で互いに同じではなかった。）

　　　o……YHJI　a》KHJ正」正araaHblxaa　TaJraap・…・・

　　　　（……自分の活動する面で……）

　　　°……　yaHpAaX　TaJlaap……

　　　　（……指導する面で……）

　　　。＿＿xapば」田aH　6Me　6He∂xaMFaa汀ax　Ta五aap　o，1・oH　Y．rrcblH　rgPgsr99P

　　　　aBcaH　yypr∂∂＿＿

　　　　（……相互にそれぞれ防衛する面で，国際条約によって負った任務

　　　　を……）

　この用法では，Ta．rraapを用いた例が続出するが，同じような意味の用法

で，「genetive　suffix＋Tyxail（～に関して）」が，他に存在する。

　　　（例）

　　　。Tgp　a＞Km藺H　Tyxail　cafiH　x遊B．（彼は，仕事をよくやった。）

　（15）　身　分

　資格，職業名に接尾して，「～として」，「～に」の意味を有し，身分，階級な

どを表現する。現代語特有の用法である。

　　（例）

　　　。M四ypHH，　PH＞KcK　rs八3r　cTaHllblH　opro冗q　Aapraap　ToMUJIOFA＞K99．

　　　　（ミチューリンは，リャジスクという駅の駅長代理として任命された。）

　　　。Tgp　aHx　y双aa　Ko3noB　xoTblH　TθMθp　3aMblH　cTaHublH　6apaaHbi

　　　　KoHTopT　6ifqgDq99p　op｝K　a）KHJiJlaB．

　　　　（彼は，初めてコズロフ市の鉄道の駅の貨物取扱所に，書記として入っ

　　　て仕事した。）

　　　。＿＿TYYHH首P　9．muH39P　TOMMIOB．（……彼を大使に任命した。）

　これと同じような意味としての用法には，他に「genetive＋xyBbn（部分，

運命）」がある。

　　（例）

　　　。BH　gH9　3axHAaJI，　xypaJI　xoepblr　6armHfiH　xyBb双，　gHrHtiH　xYBbA
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　　6afiPTait　XY．Tl∋OH　aB9．＿．．

　　（私は，この手紙及びホラルの両方を先生として，又，父として喜んで

　　受けとり……）

（16）　主　語

nominative的用法の場合である。

　（例）

　（／）　TgpgDp　19370Hf［aBbAac　6pmsr，　oloYH　yxaaHblxaa　Ir戊

　　　U3ば∋r丘3コTHI田Ye互HaC　Her［pK3S．

　　　（彼は1937年の才能と理智の旺盛な時期に死去したf）

　（ロ）　Anpt．M　Hb　OHFθθP　yコaaH．

（りんごは，色が赤い。）

の　　T∂pxypnaap　coHPocoH　Tαπro首πo円6a首Ila．

　　（彼は，ホラルが選んだ議長であります。）

←）　∂H9　＞KH苫，　IIAgx　aMyy　6y互aaraap　xoBop江o＞K　M3／II［3．

　　　　（今年は，食物が乏しくなるはずだ。）

　このようにinstrumenta1が主語として機能する事もある。（イ）以外は，一種

の二重主語的表現だと考える事が出来る。このような表現法は，トルコ系の言

語や，朝鮮語にも存在する。しかしinstrumental　suffixでの二重主語表現

は，特殊なものだと思われる。？ハは，「ホラルが選んだ」という表現だが，「ホ

ラルによって選ばれた」という意味である。ところが，この用法では，選ぶ主

体が多数という概念を有する語彙でないと使用出来ない。即ち，この例では，

「ホラルの人々によって選ばれた」という意味が含まれているのである。そし

て，「選ばれた」という意味なら，passiveにするのが本来だが，このように

activeのままであるのも特徴的だと云えるだろう。そういう意味では，完全な

意味でのnominativeではない。

　（＝）は，XOBop　JIOx（乏しくない）という動詞に着目する必要がある。他の言

語にもある事だが，モンゴル語では，suffixによって慣習的に密接に関係する
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動詞・名詞・形容詞がある。instrumental　suffixに於いても同様である。

これらは，一種の格支配を受けるのである。だから，外見的に文の構造が異様

であっても，潜在的に存在する格との密接な関係を考慮すれば，（＝）の場合でも

ある程度，異和感は軽減されると思われる。文中では形態的異和感を越えて

idiomaticに使用されているようだ。

　instrumental　suffixと密接な関係がある語彙には，　xoBopAOx（乏しくな

る）・YrY加ox（貧困に陥る）・6aAH（金持の），9・n6sr（豊富な），などの「乏

しさ」，「豊富さ」を意味するものの他に次のような語彙がある。

　　　ABax　　　　（行く）

　　　＞Kyryyngnax（旅行する）

　　　xaHrax　　　（供給する）

　　　Y．TI　6apaM　　（～のみならず）

以下，例文をあげる。

　　0．．．．．．，

a只Jlax

丑aM》KyyJlax

IIIaPHax

6apaXPY萱

（遊行する）

（伝える）

（賞を与える）

（～ばかりでなく）

　　　　MoH　caHrl・IIIH　a｝K　axyllraaP只Bcal｛　IoM．

　（……及び，国営農場へ歩いていったのです。）

。BapyyH　xfi3raapaap　700　KM　afi．raxan，＿＿

（西の国境を7千キロ旅行した時，……）

°BH　6apyyH　x9・1（9H　artMraap・II」i99A・y・aUaaraap・・Kyy．…lilaaA

vap＞K39．

（私は西のいくつかのアイマクを相当の期間，旅行して来ました。）

。6H瓦yc竺旦p　xaHPax　兄B丑汀aa　6YpMθcθH　30rcoox　60．r／Ho．

（私達は水を供給する事を絶対に停止するであろう。）

°∂H・・3・P・mr・・P・T・MIKMH…en・・He・Aθθ　e・θθMp堕P皿・rHa氷，＿．．．

（この目的でテムジンは，領主や盟友に多くの賞を与え，……）

°∂・・3aH諭・aPIエ・vy　9PT　1エarT　6・｛：・・aap型6・p・：・T，　MeH江y。双。n

ye其qθMHo　」［MoelroJi五6airicaH．＿．．

（この風習は，ただ古代にあったのみならず，又，中世にも南モンゴル
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　　にあった……）

　　。．．．．．．3θBxθ1｛　llgllgPn3rggp　6apaxryB　MθH　HH．71E）9瓦　ancblr　g　xap＞K

　　60nOX　IoM　6a首Ha．

　　（ただ公園ばかりでなく，非常に遠くを見る事が出来ます。）

　。MoHro江opoH　60n　aHqHH，3aracq双blH　Ayp　TaTcaH　aH　aMbTH≡P

　　gn69P　apBHH　opoH　6a黄Ha．

　　（モンゴルは，狩猟家や漁夫の多い国であります。）

（17）　その他

今までの分類のどれにも入らない用法である。

　（例）

　　。TvYHPitlP　IIPgx∋3P　HaaLII　Hb　yTcaaP　fiPb’

（彼がもどって来たら，こちらに電話をかけうと云って下さい。）

。Ha双aap　6HTrmUI　opon江，3aMaa　xeθ．

（私に構わずに，自分の道を行け。）

o．．．．．．rK皿YYHT3貢r〔）9p　coHrollo．

（……幹部会員と共に選ぶ。）

3．instrumental以外の格suffixの主語的表現

　instrumentalのnominative的機能は，非常に特殊なものであると先に述

べて来たが，instrumental以外のgenetive，　dative－10cative，　accusative，

ablativeなどにもnominative的機能がある。それぞれの格がnominative

的機能を発揮する時でも，instrumentalと同様，一定の条件が伴なうもので

ある。普通は，他の多くの言語でそうであるように，nominativeにはsuffix

をつけない。特に主語を強調したいとか，nominativeとしての意味が明確で

ないとか，或いは，主語が数語からなる句なり節である場合以外には，殊更

nominative表示のsuffixをつけない。　nominative表示のsuffixには，
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動詞60nox（成る）から派生した60nとgenetiveから派生したHb，　quHb

がある。これは他の格suffixのように，関係する単語に連絡させないで，離

して使用する。

　　（例）

　　　。TgP　60JI　HsP　xYYT∋口6a　Hgr　oxHHTo鼓IoM．

　　　　（彼は，1人の息子と1人の娘を持っている。）

　　　。IVio双Hbl　HoroopoH　6aftx　Hb　TyH　q　a只Ta蕗　6atiHa．

　　　　（木が緑であるのは，全く気持がよい。）

　次に他の格suffix使用の一定の条件を例文を示しながら説明する事にする。

　（1）genetiveとaccusativeの場合

θ）形容詞節（句）に於ける主語は，必ずgenetiveである。

　　（例）

　　　°C・f・blH　MXHPril　fiPbCaH　Y・HyyaHtir　HH　6yrnliti・H・・th・r・B　Yy？

　　　（今しがた私が話した事を全部理解しましたか。）

　　°垣迦・・P・K　vapgx　xaanra　pyy・yPrgn＞K　T・pM・n3・H　xapcaap　6atiB．

　　　（彼が入って来るドアーの方をいつも見ていました。）

（P）名詞節が主語｝こなる場合・その節の主語は，大部分genetiveである。

　　（例）

　　　°MMHHit｝揃M兄H3aap　fiBcaH　Hb　TaHblr　6a兄pJlyyJlaxaac　ep

POMTPOXPYH．

　　　（私が，こんな風に外出した事は，あなたを喜ばしこそすれ，悲します

　　　事ではない。）

内　名詞節が目的となる場合は，　その節の主語は，大部分genetiveであ

　　る。但し，場所を表わす副詞（句）が挿入されると，大部分accusative

　　となる。

　　（例）

　　・DH3　xθP皿？IH　qoHo　qMHb　MI｛HH肋Bax　rs＞K　6aVaraaP　I・・liHlllcH　6aVaHa
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　　田YY　F9》K　60双Jloo．

　　（この年とった狼は，私が行こうとしているのを嗅ぎつけているのだな

　　と思った。）

　　。UaMa酋r　TocroHooc　lipcHtithr　6H　TYYH99c互yyJIaB．

　　（君が村から来たという事を私は，彼から聞いた。）

←）副詞節の場合は，suffix，接続詞，後置詞などで区別する。

　（i）－xaK，　xaapに導かれる副詞節の主語は，大部分accusativeとなる。

　（ii）　後置詞xo迦（x砿HO）を含む副詞節の主語が主節の主語と異なる場

　　合，accusativeを用いる。主語が同じ場合は，　suffixなしである。

　（iii）　－Ta；s，－Tan　3gp∋rを含む副詞節の場合，　accusativeを用いる。

　（iv）　TYJi，　Yq｝fP，　napaa，　xsnB，－Bqを含む副詞節の場合，大部分suffix

　　なしである。

　（例一i）

　　°θqH「江θP　HaMa黄「　「9PT99　1〈）M　Y3∋｝K　6aHx堅rsHDT　Tgp　llpJlgg．

（昨日，私が家で本を見ていると，突然，彼がやって来た。）

。 UaMa萱r　Ha双Ta黄fiplix　IoM　oJloxrY芭60noxgQp．3Yr9∂P　acyy》K　6anHa・

　（あなたが，私と話し合う題目を見つけ得ないので，たずねているので

　す。）

（例一ii）

。roM6blF　Yxc∋HsDc　xofilH　xYH　aMbTaH　3H隅onpToxoo　60コb＞K39．

（ゴンボが亡くなってから，

た。）

。H只Maa　HθxepT狛rθθcyycl｛aac　xoYIM

人も動物もここに近づかなくなってしまっ

6a置HJHH瓦aa　ral［ほaapaa　cyy＞K

．v　’・tS
　OHrepceFl　oaH：K99・

　（ニャマーは，夫と結婚してから，建物で1人で座っていたのでした。）

（Efill－iii）

。HaMaiir　o61rO江Hbl　AYHAYYP　AB＞K　6a□型60poo　opoB．
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　　　　（私が森の中へ入って行くと，雨が降って来た。）

　　　。BH五HHilr　oqxxTorl　3gP3r　ra汀T　TgPsr　xθ丑o・rinθθ．

　　　　（我々が行くとすぐに汽車が動いた。）

　　　（例一iv）

　　　。OAoo　6H　TaHTa黄yyn3caH　Ty．E　xYcgJrr　xaMrar双aB．

　　　　（今，私はあなたと会ったので望みが叶えられました。）

　　　。139汀Tr9π加H　Tyxa萱M取yplイH　M3互∋＞K　6a首caH　yqpip　gH∋fiB，lla・rr　Hb

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　コカ　　　　TYYHIfII　C3TrgJIMHP　rYH　HX　Xθ双eJIFOB．

　　　　（ベルトゲルに関して，　ミチューリンは知っていたので，この事は彼の

　　　　心を大いに動かした。）

　　　。Xy互a．rt．llaal｛TapcHbl　Ilapaa　PacK　cYPBaJI＞Kaar！la！l　MD　」3r　」！Dx！1∂∋：……

　　　　（会議が終った後で，ラスクが記者達に知らせたのによると：……）

　　　。X3pr’B　Tし措M　a．T｝∫M　6ai士ユar　60，ri　TYYHr苗r　Y99＞K　ypryy．TicaH　xY！　TYYCDSC

　　　　＞KHMC　60noBcpyyrtaB　apPblr　ypq　aBaxblr　spM∋JTi39H∂．

　　　　（もし，その様なりんごがあるならば，それを見て，育てた人から果実

　　　　を実らせる方法を，ちょっとでも学びたいと思った。）

　　　。XJ・ep　al：Fax狛ra，rryyH　cYprDec　xoばpoxrY意　HHccDH　60Jlo日q兄五pax

　　　　Hb　X3巨YY　6a茸コaa．

　　　　（2匹のつばめは，雁の群から後れずに飛んだけれども，疲れは激しか

　　　　った。）

　（2）　dative－10cativeの場合

　comitative　suffixを伴なった一部の形容詞が，紋述的に使用される時に用

いられる。前述のinstrumental　suffixを伴なった二重主語的表現〔cf．（16）

主語の回，内，p．68’／と類似している。しかし，例文が少なくて断定的に述べる

のは，躊：：1｛するが，ここに分類したdative－locativeは人称代名詞に関与して

いるのに対し，instrumentalの場合は，それ以外にも用いられているように
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思われる。

　　（例）

　　　。BH　TaH丑，qypTatt．

　　　（私は，あなたが好きです。）

　　　。旦a五a瓦9H∋HoM　coHvapxO，rrTOill．

　　　（私は，この本が面白い。）

　（3）　ablativeの場合

　団体，機関，多数の集団が主語になる場合が多い。

　　（例）

　　　°……9yy・TiraHblr　rYHUgTrgx　3axLlpraaHaac　xHHJIr∂H3．

（……集会を執行機関が開く。）

゜＿．．．T∋prYYJI∋rq圧⑨3c　3ap．．rraH　xypaごi圧yyJIHa．

（……幹部会が招集し，開会する。）

゜・・…・y・rcaac　yパHP江ax．

　　　（国が指導する。）

　　　。OKT只6pm拍couHa荏HcT　xyBbcraJr　Hb　TYMHooc　HByyJica｝1．

　　　（社会主義革命は，人民が行なった。）

　このように，現代Khalkha語では，形容詞的要素の強いcolnitative　suffix

以外の格suffixは，　nominative的機能を持っている事がわかる。　逆に

nominativeは，格的機能の侵蝕を大きく受けている格であると云えるのであ

る。即ち，nominativeは，　instrumentalと共に，機能的ゆとりの大きい格

であるように思われる。

4．結 語

　instrumentalを中心にして，現代Khalkha語の格の機能を考察して来た

が，ここでもう一度，分類項目のみを列挙してみる事にする。
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　　［1］

　　　　（1）経由

　　　　②　材料，原料

　　　　（3）手段，媒介

　　　　（4）引用

　　　　（5）副詞

　　［1］

　　　　⑥　目的

　　　　（7）比較

　　　　（8）同意，一致

　　　　（9）原因，結果

　　　　〔10）継続

　　　　（10　可能

　　［皿］

　　　　囮　地域，散在

　　　　（13）数量

　　　　　　　　（t）概略の数量　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　（ロ）期間

　　　　　　　　⇔　集団の単位

　　　　｛14　関係

　　　　聞　身分

　　　　｛1θ　主語

　　　畑　その他

　この分類の仕方には，例文と項目が完全に一致しないものもあったりして，

色々と難点がある事は，認めざるを得ないところである。しかし，格機能の理

解と分析に関しては意外に微妙な困難がある事は事実である。というのは，格

の定義が一般的にはむずかしく，デンマークの言語学者イエルムスレウの云う
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如く，格は単に二つの対象間の一つの関係を言語的に表現する範時のみなので

はないし，又，我々日本人が一般的に格の名称から受ける印象である格子や格

天井の如く規則的に連らなった拡がりといったものでもない。格は，有形であ

ろうと無形であろうと又，顕在的であろうと潜在的であろうと，名詞と文の相

関性の範隠であって，文における名詞の機能に本質的なのである。名詞が文に

働く時には必ず格がなくてはならぬし，それが名詞である事も，最終的には，

文によって決定されなければならないのである。語彙の価値が完成するのも，

実は文においてである。語彙と文の間には，このように無限にして流動的，し

かも必然的な相関性が存在しているし，格機能は文全体と関連させて考察しな

けれぱならない宿命を持っていると云えるのである。ところで，この論述に於

ける大枠として［1］［皿］［皿］を設定し，名詞，動詞などの品詞によって類別を

試みた。ところが現代Khalkha語の品詞の分類は，極めて明確性に乏しいも

ので，その点でも論理的矛盾を引き起し易い分類基準である事も承知の上での

事である。しかし，格機能の問題に限らず，内的にしろ外的にしろ言語構造に

関する枠組みの設定に於いては，どんなに合理的に又，どんなに十分な理解の

下に広範囲に集めた資料を分類したとしても，常に不明確で割切れない不条理

な部分が残るとされている。勿論，この分類が完全な合理性，十分な理解の下

に行われたと主張出来る程は，精嶽でない事も十分，承知しているところであ

る。この事を念頭に於いて結論を云うと，現代Khalkha語のinstrumental

は，比較的多義性が強く，浮動性の大きい格だと云える。一部は，機能的に弱

体化しつつあるだろうが，全体的にみると，機能の拡がりつつある格だと思わ

れる。例えば，（4）引用，（7）比較，（IS身分，　U6｝主語，などの機能及び，形動

詞，副動詞との関連性の強まりなどは，現代語に至って顕著になりつつあるよ

うに思われる。

　ここで，instrumenta1と他の格機能との重複，競合，融合関係を示すと図

1となるし，同様にnominativeのそれを示すと，図2となる。尚，　これら

の図は，instrumentalを中1心として，又nominativeを中心として，他の
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ハルハ・モンゴル語のinstrumental機能について（島崎）

　　　　　　　　　　図　1

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　2

格機能との関係を図示したもので，他の格同士の関係は， 考慮に入れていない
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ものである。又，侵融の度合も顕著には，図に表われていないものとする。

　それぞれの格に於いて，内的，外的影響の為に，機能的なでこぼこがあり，

それが相互に又，相反する方向へ発展するのは，格の持つ宿命的な趨勢ではな

いだろうか。故に，格機能の盛衰は，言語の持つ内的構造をある面で象徴して

いるのではないかと思われる。
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